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経営環境と経営目標（51 周年）  
 

現在、ロシアによるウクライナへの武力侵攻に加え、アメリカとイスラエルによるイランへの軍事攻撃は、ホルムズ海峡の閉鎖

により原油不足となり不安定で不確実な国際情勢が今後も続くことが予想されます。国内では「責任ある積極財政」を掲げる高市

総理による景気回復が期待されています。 
首都圏では円安によるインバウンド効果、展示会、スポーツイベント等は順調である一方、建設業界は資材価格の高騰と再開発

物件の大型化に加え労働時間の短縮と恒久的な人手不足による選別受注が継続されています。一方、CO2 削減やサーキュラーエコ

ノミー（循環型経済）における再資源化が重視されています。 
このような状況の中、弊社は 2026 年度下記の事項を重点に活動をして参ります。 

  
  品質につきましては、引続き廃プラスチックの分別強化、フラフ燃料、フォーミング抑制剤、ペレット原料への資源化に加え、

「軽量物再資源化品」による更なる分別提案を進めて参ります。また、ゲート車とコロ BOX による現場の人手不足、コスト削減を

推進します。昨年、名称変更した建築事業部においては従来の改修解体工事から内装工事まで一貫した施工を提供して参ります。 
 内装工事資材置場予定地の拡張および収益基盤の強化に向けて、銀行紹介による解体業者および大手ハウスメーカー指定工事業者

に限定し、他社車両の工場受入を開始します。これに伴い、効果の最大化とリスク管理の徹底を図ります。 
 

環境につきましてはＳＤＧｓ宣言に基づき、車両・重機の燃料に「Ｋ－Ｓ１」を添加しＣＯ2 排出量を削減しています。 
現場では引き続き太陽光を電源とした、自動小型移動式圧縮機「スマゴ」と自社独自開発圧縮袋「ＴＳＢ」を活用して軟質系廃プ

ラスチックを 1/5～1/3 に減容し運搬車両のＣＯ2 削減とコスト低減を提案します。近隣に対する粉麈・騒音対策、石綿含有産業廃

棄物（レベル 3）・水銀使用製品産業廃棄物（蛍光灯）・フロン類等の混入防止を強化します。改修・解体につきましても石綿の全量

検査の実施と施行から報告まで一連のサービスを提供し環境汚染・環境負荷の低減を実施します。 
 
  安全につきましては、引き続き火災防止の対策としてリチウムイオン電池類（二次電池）を専用ボックスで回収し資源化して参

ります。また、乾電池類（一次電池）につきましては収集運搬の許可を取得の上、専用ボックスを小型専用車で回収し専門業者へ

運搬します。石綿等取扱作業従事者講習、テールゲートリフター特別教育、化学物質管理者、保護具着用管理責任者、解体工事施

工技士、職長・安全衛生責任者、一級建築施工管理技士の資格取得、廃掃法、ビジネスマナー教育も実施して参ります。安全衛生

委員会の運営強化、解体現場、施工現場、工場パトロールを強化します。又、引続きストレスチェック・インシデントアンケート・

メンタルヘルスケアを実施して参ります。 



 

  長年継続しております情報開示（搬入量・処分量・保管量・仕様先の実名と排出量・マテリアルフロー・CO2 発生/削減量・堆積

ゼロ等）を（公財）産業廃棄物処理事業財団の認定を受け情報適正開示施設としての適合証を更新いたしました。2027 年度より改

正される電子マニフェスト再資源化等の情報記載の運用にも適用して参ります。 

  新規事業として「特定再生資源屋外保管業」の許可を取得し、資源を供給する製造業に特化して参ります。また「環境と防災」

をテーマに異常気象による水害を軽減する治水対策として不溶性土壌改材とＡＬＣを活用した製品開発も推進して参ります。 

 

  2026 年度は、事業構造を高度化し、改修・解体から建築へ、処分から製造へと事業領域を拡張します。高品質・環境・安全を基

盤に、持続的成長を遂げる 100 年企業の実現に向けた組織基盤を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



経営基本方針 
“ い っ し ょ に 守 ろ う ”  

き れ い な 地 球 ・ た の し い 職 場 ・ み ん な の 利 益  
 

(１) 経営の目的・目標(品質評価・環境影響評価・労働安全衛生リスク評価)を戦略的に策定し、コンプライアンス(法令遵守) 
の厳守と、「品質・環境・安全」の重点事項を実施し、信頼される質の高い経営を実施します。 
また、排出事業者が限定した解体業者の収集運搬及び工場の受入メリットの最大化とリスク管理の徹底を図ります。 

 
(２)適正処理を担保する「産業廃棄物の一連の処理工程」により産業廃棄物処理振興財団の情報適正開示施設として更新し 

すべての情報を開示し石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び、フロン類の受入検査の徹底、廃プラスチックのマ

テリアル・ケミカルリサイクルとフラフ燃料化による廃プラスチックのゼロエミッションを推進します。 
 
(３)近隣地域と調和を図り、工場施設及び改修・解体・内装現場の運用管理を強化し環境負荷を低減します。ＳＤＧｓ宣言に基づ

き、温室効果ガス(ＣＯ2)を削減する為、重機車両の燃料に「Ｋ－Ｓ１」を添加し、現場には太陽光で動く自動小型移動式圧

縮機「スマゴ」と独自開発した圧縮袋「ＴＳＢ」を活用し軟質廃プラスチックを 1/5～1/3 に減容し、運搬車両のＣＯ2 削減と

コスト削減を推進します。 
 
(４)安全衛生委員会では、ＩＳＯ45001 の運用、改修・解体・内装工事、重点現場及び工場夜間パトロールの強化、リチウムイオ

ン電池等（二次電池）の回収システムを強化するとともに乾電池等（一次電池）の収集運搬及び専門業者への直送システムを

構築します。 引き続き、インシデントアンケート、ストレスチェックに加えメンタルヘルスケアを実施します。 
 
(５)新しい時代を担う人材育成とセールスドライバー、協力業者の教育、専門業者として特化した技術と長年培ってきたノウハウ

の伝承とモラル、マナー教育並びに社内外の行事を通してコミュニケーションの充実を図ります。 
  資源の効率的な利用を目的とした硬質プラスチックとＡＬＣの資源化・製品化を推進します。 
  本年 51 周年を迎え 100 年企業を目指す組織を構築します。 
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廃棄物の種類 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 2月 3月 計

廃プラスチック類 運搬・受入量 3,153 3,171 3,135 3,190 3,192 3,181 3,177 3,134 3,396 3,403 3,380 3,469 38,980

搬出量 919 925 914 930 931 928 927 914 991 993 986 1,012 11,369

紙くず 運搬・受入量 1,226 1,233 1,219 1,240 1,242 1,237 1,235 1,219 1,321 1,323 1,314 1,349 15,159

搬出量 1,585 1,594 1,576 1,604 1,605 1,599 1,597 1,576 1,707 1,711 1,699 1,744 19,598

木くず 運搬・受入量 3,503 3,523 3,483 3,544 3,547 3,534 3,530 3,482 3,773 3,781 3,755 3,855 43,311

搬出量 3,969 3,992 3,947 4,016 4,019 4,005 4,000 3,946 4,276 4,284 4,255 4,368 49,076

繊維くず 運搬・受入量 22 22 22 22 22 22 22 22 24 24 23 24 271

搬出量 22 22 22 22 22 22 22 22 24 24 23 24 271

金属くず 運搬・受入量 963 969 958 975 975 972 971 958 1,038 1,040 1,033 1,060 11,910

搬出量 3,308 3,327 3,289 3,347 3,350 3,338 3,333 3,288 3,563 3,571 3,546 3,640 40,901

運搬・受入量 941 947 936 952 953 950 949 936 1,014 1,016 1,009 1,036 11,640

搬出量 587 590 583 594 594 592 591 583 632 633 629 646 7,255

廃石膏ボード 運搬・受入量 1,905 1,916 1,894 1,927 1,929 1,922 1,919 1,893 2,052 2,056 2,042 2,096 23,550

搬出量 1,795 1,806 1,785 1,816 1,818 1,811 1,809 1,785 1,934 1,938 1,924 1,976 22,197

がれき類 運搬・受入量 2,233 2,246 2,221 2,259 2,261 2,253 2,250 2,220 2,406 2,410 2,394 2,457 27,610

搬出量 1,559 1,568 1,550 1,577 1,578 1,573 1,571 1,550 1,679 1,683 1,671 1,715 19,273

混合廃棄物 運搬・受入量 7,487 7,531 7,445 7,575 7,582 7,554 7,545 7,443 8,066 8,082 8,026 8,239 92,576

搬出量 1,252 1,260 1,245 1,267 1,268 1,263 1,262 1,245 1,349 1,352 1,342 1,378 15,484

積替保管 運搬・受入量 404 406 402 409 409 407 407 401 435 436 433 444 4,993

搬出量 289 291 288 293 293 292 291 288 312 312 310 318 3,576

運搬・受入量 21,836 21,965 21,715 22,093 22,113 22,032 22,005 21,708 23,524 23,571 23,409 24,030 270,000

搬出量 15,400 15,490 15,314 15,581 15,595 15,538 15,519 15,310 16,590 16,623 16,509 16,947 189,000

特別管理産業廃棄物　運搬量年間計画（R７年度）

廃棄物の種類 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位　㎥）

ｶﾞﾗｽくず・
ｺﾝｸﾘｰﾄくず
及び陶磁器くず

合 計

廃石綿等

産業廃棄物　運搬・搬入・搬出量年間計画（R８年度）


